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あらまし 本稿では、名古屋大学音響情報研究拠点 (CIAIR)で構築中の実走行車内音声対話コーパス
の設計と特徴について述べる。道案内や店情報検索をタスクとする 162対話を対象とした特徴分析の結
果、 (1)ドライバーの発話速度は通常の対話音声に比べて遅く、 5～ 7(mora/sec)である、 (2)ドライ
バーの発話におけるフィラーの出現頻度は、 1発話単位あたり 0.33個、 1秒あたり 0.174個であり、通
常の人間対人間の自由対話に比べて少ない、 (3)車両の走行中と停止中とでは、発話速度や話し言葉に
特有な現象の出現に関して差がない、 (4)停止中に比べ走行中の発話には、感動詞、及び、文発声途中
でのポーズの出現頻度が高い、ことなどが明らかになった。
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Abstract This paper describes the design and the characterization of the in-car speech corpus
which CIAIR at Nagoya University has been collecting. The investigation of 126 spoken dialogues
has indicated the following characteristic features: (1) The speed of the driver's speech is 5～ 7
(mora/sec), more slowly than that of the usual conversational speech, (2) The occurrence of �llers
is, less than that of the spontaneous speech, in a ratio of 0.33 to a speech unit, (3) The speech
speed and the �ller occurrence have little di�erence between the speech in a moving car and that
in a stopped one, and (4) The interjectional expressions and the pauses occur more frequently in
the driver's speech in a moving car environment.
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� はじめに

音声対話処理の研究では，対話で生じる諸現象を詳
細に把握することが重要であり，対話コーパスはその
ための貴重な資料となる ����．また，有用なコーパス
を作成するためには，利用目的に即したリアリティの
高いデータ収集環境を構築することがポイントなる．
文部省中核的研究拠点 �����名古屋大学音響情報

研究拠点 ��	
	��では，音声対話機能を備えた車内
情報システムの実現を目標の一つとして定め，その
ための要素技術の研究・開発を進めている．システム
には，高騒音下での音声をロバストに理解すること，
運転中のドライバーとの間で円滑に対話を遂行するこ
と，などが求められる．我々の目的に合致したコーパ
スを構築するには，実走行環境下でのドライバーとの
対話を収録することが望ましい．

�	
	�では，現在，実走行車内音声データベース
の構築を進めている ��
 ��．これは，ロバスト音声認識
を目的とした車内音声コーパスと，自然発話の理解を
目的とした車内音声対話コーパスの �種類からなる．
このうち，車内音声対話コーパスでは，道案内や店情
報検索などをタスクとするドライバーとナビゲータと
の間の対話を収録している．収録音声の書き起こしテ
キストだけでなく，アクセルやブレーキ踏力などのド
ライバー情報，エンジン回転数やスピード，現在位置
などの車両情報，車室内外画像など，多様な情報を同
期的に備えたマルチメディアデータベースとなってお
り，車内対話研究のための基礎データとして活用でき
る．
本稿では，車内音声対話コーパスの設計と特徴に

ついて述べる．まず，音声データの収録方法と書き起
こし作業の概要について説明し，次に， ���対話を
対象とした特徴分析の結果について報告する．分析
では， ���車内対話におけるドライバー発話の特徴付
け，及び， ���ドライバーの走行中発話と停止中発話
の比較，という �つの観点から，発話速度，発話文の
長さ，話し言葉に特有な言語現象，品詞の出現傾向な
どの項目について調査した．

� 実走行車内音声対話コーパス

実走行環境下で自然な対話を遂行可能な車内情報シ
ステムの実現のため，道案内や店情報検索をタスクと
するドライバーとシステムとの対話を収集している．
本コーパスにより，走行車内特有の言語現象や発話の
重なり具合の分析が可能となり，車内対話をモデル化
するための基礎資料となる．対話データだけでなく，
画像や車両状態のマルチモーダル情報を統合的に活
用でき，走行状況・運転状況とドライバー発話との関
係の分析に有用なデータとなる．図 �に，ブレーキ踏
力，アクセル踏力，エンジン回転数，スピードに関す
る制御情報のサンプルを示す．なお，収録方法や収集

図 �� 車両制御情報 �ブレーキ，アクセル，エンジン，
スピード�

システムの詳細については，文献 ��
 ��を参照された
い．

��� 車内対話データの収集

機械との対話において発声されるドライバー発話
を収集するために，������ �� �������システム
や実際の対話システムでの収録が考えられるが，シ
ステムの性能の限界でもって，ドライバー発話の多様
性を大きく制限することは望ましくない．そのため，
我々は，収集の第一段階として「人間対人間」の対話
を収録することとした．ただし，十分に訓練されたナ
ビゲータがシステムの役割を担当することとし，さら
に，ジェスチャ応答を行わない，ドライバーと目線を
合わせて会話をしない，など，���システムとの対
話に近い形態を採用している．また，情報検索タスク
対話では，ドライバーに発話行為のモチベーションを
提供するため，「和食」「コンビニ」等の対話トピッ
クや対話状況を表記したプレートを提示し，発話の
きっかけを与えている．

��� 音声データの書き起こし

収集した音声データの書き起こし作業は，人手に
よって行っている．データの分析にあたり， ���ドラ
イバー発話における話し言葉特有の諸現象を捉えられ
ること， ���ドライバー発話と車両制御情報との間で
同期をとれること，が重要である．このような観点か
ら我々は，日本語話し言葉コーパス �����の音声書き
起こし基準 ���に準拠したタグ付け作業を行うことと
した．データの言語学的分析として，フィラー，言い
淀み，言い誤りなどにタグを付与するとともに，発話
をポーズで分割し，各々を発話単位と定め，その開始
時間及び終了時間を記録している．図 �に書き起こし



図 �� 書き起こしテキストの例

図 �� 音声対話分析支援ビューア

テキストの例を示す．各発話単位の開始・終了時間の
右側に，性別 �男性 �女性�，話者役割（ドライバー �

ナビゲータ�，対話タスク �道案内 �情報検索など�，
雑音状況 �有 �無�に関する情報を付与している．音
声対話ビューア �図 ��を作成し，対話分析支援ツール
として利用している．

� 車内対話の特徴

実走行車内対話の特徴を明らかにするために，収録
された対話音声データの書き起こしテキストに基づい
て対話データの特徴分析を試みた．具体的には，ドラ
イバーの発話を対象に，発話速度，発話の長さ，話し
言葉に特有な現象の出現傾向の調査を行った．なお，
形態素分析は，形態素解析ツール「茶筅」 ����で採用
されている品詞体系に準じて実施した．
現在までに書き起こし作業が完了している ���対

話を分析の対象とした．ドライバー役を担当したのは

表 �� 車内対話の分析に使用した対話データ
項目 数値 割合 ���

対話収録時間 �秒� ���
 ��

平均対話収録時間 �秒�  �!

総発話時間 �秒�  �
"��

ドライバー ��
 � ��#�

ナビゲータ ��
�"� ��#�

総発話単位数 ��
��!

ドライバー ��
� " ��#�

ナビゲータ ��
!�! ��#!

ドライバー発話文数 �!
""!

ドライバー �
��" � #�

ナビゲータ ��
��! ��#!

総形態素数 ���
"�!

ドライバー ��
��� ��#�

ナビゲータ ���
��� ��#�

���人であり，うち �"人 �男 ��人，女 ��人�が各 �

対話 �計 �"対話�を，残りの ��人が �男 �!人，女 ��

人�が各 �対話 �計 ���対話�を担当した．ナビゲータ
は作業に熟練している女性 �人が行った．分析対象と
した対話の収録時間，発話時間，発話単位数，発話文
数，形態素数について，ドライバー発話とナビゲータ
発話が占める割合とともに表 �に示す．対話収録時間
に対する総発話時間は約 �割であり，実走行車室内で
行われるため，疎らな対話となっている．

��� 発話速度

転記テキストの発音形部分と発話時間情報をもと
に，ドライバー発話の発話速度を測定した．１秒あた
りの平均モーラ数は， �#�� であり，この値は一般的
な対話音声 � #�～ ��#��$����%&'���例えば ��
 !��，
さらには講演調音声 ��#�～ �"#��$����%&'���例えば
��
  ��と比べても小さく，比較的ゆっくり発声してい
ることがわかる．この理由として，ドライバーは自動
車の運転というメインタスクに注意の多くを注いで
いるため，発声への注意度が低下し，発声速度が落ち
ることが挙げられる．また，対話相手であるナビゲー
タの平均モーラ数は �#�� �$����%&'�であり，ドライ
バーがナビゲータの発話調に影響を受けている可能性
もある．なお，ナビゲータの発話速度が遅い原因の多
くは，ドライバーからの検索要求に対して，情報検索
作業を進めながら応答を行っていることによるものと
考えられる．



表 �� 話し言葉に特有な現象の出現回数と出現率
ドライバー ナビゲータ

項目 回数 出現率 ��� 回数 出現率 ���

フィラー ����� ���	 
�� ���

言い淀み 
�� 
�� 

� ��	

言い誤り ��
 ��
 ��
 	��

�出現率は 	発話単位あたりり出現する割合�

��� 発話単位の長さとポーズ

話し言葉における発話単位を言語的に判定するこ
とは難しいため，コーパスの書き起こし作業では原則
としてポーズで区切られた部分を一つの発話単位とし
て定めている．ドライバー発話の形態素分析を通して
求めた１発話単位あたりの形態素数 �発話単位の長さ�

は �#���であった．発話単位の長さは，区切りとなる
ポーズの長さの設定に依存するため，他のデータと比
較することは難しいが，ナビゲータの発話 �発話単位
長は  #����と比べ，かなり短くなっている．
一方，コーパスでは，文末を判定する言語分析もあ

らかじめ行っており，１発話文あたりの形態素数は，
ドライバー発話において �"#��であるのに対して，ナ
ビゲータ発話では ��#��とその差は大きくない．すな
わち，１発話文あたりの発話単位数は，ドライバー発
話で �#"��，ナビゲータ発話で �#���であり，このこ
とはドライバー発話の文中でポーズが発生する頻度が
高いことを意味している．

��� 話し言葉に特有な現象

話し言葉に特有な現象として，フィラー，言い淀
み，及び，言い誤りを取り上げ，その出現頻度及び種
類について調べた．ドライバー発話とナビゲータ発話
における諸現象の出現総数と１発話単位あたりの出現
個数 �出現率�を表 �に示す．

����� フィラー

ドライバーの発声による ��
� "の発話単位中に出
現したフィラーの総数は �
 ��個であり，１発話単位
あたり "#���個出現している．これは，人間同士の対
話に対する従来の調査結果 �!
 �"�と比べると少ない．
この原因として，ナビゲータの発話形態の自由度が低
く，結果的に機械との対話の側面が多く存在している
こと，及び， �#�節でも指摘したように，そもそも短
い発話が多いということが挙げられる．表 �に，フィ
ラーの種類，及び累積カバー率を出現順にならべて示
す．個人差により分布に偏りが生じているものの，上
位 �語でフィラー全体の ��#��を占めており，これは
従来の調査結果 �!
 �"�と同様の傾向を示している．
出現位置については，全体の ��#��のフィラーが発
話単位の文頭に現われている �ナビゲータ発話では，

表 �� フィラーの出現順位と累積カバー率
ドライバー

項目 個数 累積カバー率 ���

�� あ !�� �!#�

�� んー  �! ��#�

�� えー �"! ��# 

�� あー �� ��#�

�� ん �!! ��#�

�� うーん �  ��#�

�� えーっと ��� �!#�

 � と ��� ��#�

!� え ��� ��#�

��� えーと �"� ��#�

�"� あのー �"� �!#�

��� あっ  "  �#�

��� あの  "  �#!

��� えっと �  �#!

��� えーっとー �  �#!

� #���．

一方，ナビゲータ発話のフィラーは，１発話単位あ
たり "#"�"個であり，ドライバー発話と比べでも極め
て少ない．これは，発声形態の自由度が大きく制限さ
れていることや，話者がナビゲータとしての役割を十
分に習熟しているということ，を裏付ける結果となっ
ている．

����� 言い淀み・言い誤り

言い淀みは，ドライバー発話に !��回， �#��の発
話単位に出現し，言い誤りは， ���回， �#��の発話
単位に出現した．一秒あたりの出現回数はそれぞれ，
"#"��回， "#"�"回であり，従来の調査結果と比べて
も大きな違いは認められなかった．

� 車両制御情報を用いた走行中発話の特徴分析

車両の走行中と停止中とでは，ドライバーの精神状
態が異なることが予想され，これがドライバーの発声
に影響を及ぼす可能性がある．そのような影響の有無
と程度を明らかにするために，ドライバー発話の車両
走行中と停車中での違いを調査した．調査には，前節
で分析の対象とした ���対話のうち，車両速度情報
が得られている ��対話 �ドライバー役 ��人 �男性 ��

人，女性 ��人��を用いた．表 �にその概要を示す．



表 �� 車両制御情報に基づく分析に用いた対話データ
項目 値 割合 ���

ドライバー発話時間 �秒�  
���

走行中 �
��� ��#�

停止中 �
�! ��#�

ドライバー発話単位数 �
"��

走行中 �
��� ��#�

停止中 �
�!� ��#�

ドライバー発話文数 �
���

走行中 �
��! ��#�

停止中 �
��� ��#�

総形態素数 ��
���

走行中 ��
��� ��# 

停止中  
��� ��#�

��� 発声速度に関する比較

車両の走行中と停止中とでは，ドライバーの音声対
話行為への注意力が減少し，発声速度に影響を及ぼす
と予想される．影響の程度を調べるため，ドライバー
発話の一秒あたりのモーラ数を，走行中と停止中とで
測定した．平均モーラ数は，走行中では �#�!�，停車
中では �#���であり，両者の間に有意な差は認められ
なかった．

��� 発話単位の長さに関する比較

車両の状態と，ドライバー発話のポーズの頻度との
関係を明らかにするため，走行中，及び停止中におけ
る発話単位の長さを調べた．発話単位あたりの形態
素数は，停止中の �#"�!に比べて走行中は �#���と短
くなる傾向がある．一方，発話文あたりの発話単位数
�走行中��#�"�，停止中��#��!�については有意な差は
見られない．停止中に比べ，走行中で発話単位が短く
なるものの，ポーズの出現率についてはあまり差がな
いことがわかる．

��� 話し言葉に特有な現象に関する比較

次に，走行中と停止中での話し言葉としての違いを
調べるため，フィラー，言い淀み，言い誤りの出現頻
度を調べた．走行中及び停止中における現象の出現回
数，及び発話単位あたりの出現回数を表 �に示す．両
状態間で特に有意な差は認められなかった． なお，
タウンページ検索をタスクとした車内音声対話におけ
るフィラー出現率を調査した実験 ����においても，車
両の走行による影響は認められていないが，今回の調
査でも同様の結果となった．
フィラーの種類別の出現頻度順を表 �に示す．フィ

表 �� 話し言葉に特有な現象の出現頻度の比較
走行中 停止中

項目 回数 出現率 ��� 回数 出現率 ���

フィラー 	���� �	�� 
	� ����

言い淀み ��
 ��� 		� ��


言い誤り 	�� ��
 
� ���

�出現率は 	発話単位あたりり出現する割合�

表 �� フィラーの種類と出現頻度の比較
出現 走行中 停止中
順位 種類 割合 ��� 種類 割合 ���

� あ ��#� んー ��#�

� んー ��#� あ ��#�

� あー ��# あー ��#!

� ん �"#� えー ��#�

� えー � #� ん ��#�
�割合は全フィラー総数に対する累積カバー率�

ラーの種類に関する出現傾向は，本来，個人差に大き
く依存することが分かっており，状態間での大きな差
はなかった． フィラーが発話単位の先頭に出現する
割合についても，走行中発話の ��#��に対して停止
中発話が ��#��と，有意な差は見られなかった．

��� 品詞の出現傾向に関する比較

対話データ中に現れた形態素の品詞ごとの出現回
数と出現頻度を表 �に示す．走行中対話と停止中対話
との間で，品詞出現頻度の違いが大きいものとして，
感動詞を挙げることができる．相対頻度は停止中の
�#��から走行中の �#��へと約 �#��倍に増加してい
る．感動詞の多くは「はい」であり �走行中の感動詞
発声の ��#����，停止中の感動詞発声の ��#"���に相
当�，走行中の出現率は停止中の �倍に達している．
これは走行中のドライバーは，ナビゲータからの問い
かけに対して応答が単純かつ単調になりやすいことを
示している．感動詞「はい」は一つの品詞のみで一つ
の発話単位を構成する傾向があり，このことは走行中
において発話単位の長さが短くなるという �#�節で示
した特徴と関連している．

� おわりに

�	
	�で構築中の実走行車内音声対話システムの
設計と特徴について述べた．本稿では， ���車内対話
におけるドライバー発話の特徴付け，及び， ���ドラ
イバーの走行中発話と停止中発話の比較，という �つ
の点を中心に，発話速度，発話単位の長さ，フィラー



表 �� 品詞の出現頻度の比較

走行中 停止中
品詞 回数 割合 ��� 回数 割合 ��� 比率
動詞 	�
�� 		�� 

� 		�
 ��
�

形容詞 �	� ��
 ��� ��
 	���

助動詞 	���� 
�� ��
 
�� 	���

接頭詞 	�� ��� �� ��� ����

名詞 ���
� �	�� ��
�
 �	�� 	���

助詞 ����
 ���� ����	 ���
 ��
�

連体詞 	�� ��� �
 ��� 	���

副詞 ��� ��� �	� ��� ��



感動詞 ��� ��� �
� ��� ����

接続詞 ��
 ��	 ��
 ��� 	���

その他 ��
 	�� 	�� ��	 ����

総数 	���	� ���	�

�割合は総形態素数に対するもの，比率は停止中の割合に対
する走行中の割合の比�

表  � 感動詞「はい」の出現頻度の比較
走行中 停止中

品詞 回数 割合 ��� 回数 割合 ��� 比率
「はい」 ��� ��� 	�� 	�� ����

などの諸現象の出現頻度，及び，品詞の出現傾向を調
査した結果を報告した．本調査により，

� ドライバーの発話速度は通常の対話音声と比べて
遅く， �～ ��$����%&'�である．

� ドライバーの発話におけるフィラーの出現頻度
は， �発話単位あたり "#��個， �秒あたり "#���

個であり，通常の人間対人間の自由対話と比べて
少ない．

� 車両の走行中と停止中とで，発話速度，フィラー
などの話し言葉に特有な現象の出現率の差は小さ
い．

� 停止中に比べて走行中での発話には，感動詞，及
び，文発声途中でのポーズの頻度が増加する．

ことが明らかになった．
本稿で示したデータは人間との対話の収録による

ものであり，機械との対話とでは，異なる結果となる
可能性がある ��
 ��．次段階として，������ �� ��

方式に基づく対話データの収録を現在進めており，そ
の調査結果については稿を改めて報告する予定である．

謝辞 車内音声対話コーパスの書き起こしは、日本語
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